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視覚の特性

　右図のＡとＢの線は、Ａのほうが長く見えますが、実

際には同じ長さです。こうした目の錯覚を「錯視」とい

います。錯視には様々なものがありますが、運転に係わ

るものを挙げてみると、図２のように、急な下り坂から

緩やかな下り坂に変わったとき、目には上り坂になった

ように見えて、アクセルを踏み込んでしまうことがあり

ます。逆に、急な上り坂から緩やかな上り坂に変わった

とき、目には下り坂になったように見えて、ブレーキを

踏んでしまうことがあります。いずれも危険な状況を招

くおそれがあります。また、同じ距離であっても大きい

車は近くに、小さい車は遠くに見えます。従って、大き

い車と小さい車が同じ距離にあるように見えるときは、

実際には小さい車のほうが近くにいるのです。そのため、

交差点右折時に、トラックと二輪車が同じ距離にあるよ

うに見えたとき、トラックとの距離を判断の目安にして

右折すると二輪車と衝突する危険がありますから、注意

が必要です。

車間距離を保持し周囲の状況に目を配る

動体視力や夜間視力は静止視力より低下する

　通常、視力とは、静止した状態で静止した対象物を

見る場合の視力（静止視力）をいいます。一方、運転

時のように動きながら見る場合や動いているものを見

る場合の視力を「動体視力」といい、静止視力よりも

低下します。また、夜間などの暗い場所での視力を「夜

間視力」といいますが、夜間視力も静止視力より低下

し、加齢とともに低下の程度が大きくなるといわれて

います。特に、高齢になるとコントラストが薄いと物

が見分けにくくなり、コントラストが薄れる薄暮時な

どの時間帯では、見落としなどの危険が高まるおそれ

がありますから注意しましょう。

　渋滞の最後尾に停止するときは、早目にバザードラ

ンプを点滅させて後続車に自車の停止を伝えるととも

に徐々に減速し、前車との車間距離を多めにとって停

止しましょう。また、高速道路など片側２車線以上の

道路では、できるだけ一番左側の車線に停止するのが

よいでしょう。自車の周囲に余地があれば、万一後続

車が渋滞に気づかずに走行してきた場合に、少し前に

出ることや路肩に寄ることで追突を避けられたり、追

突の衝撃を軽減させる可能性があるからです。そのた

めにも、最後尾に停止するときは、ミラーなどで後続

車の動きによく注意することが大切です。

停止するときはハザードランプを点滅させる

色まで判別できる視野は狭い範囲に限られる

　視線を動かさずに見える範囲のことを視野といい、

静止して前方を見た場合の視野は、両眼で200度程度

です。そのうち色彩まで確認できるのは、前方を中心

として左右それぞれ35度程度の狭い範囲で、それを超

える範囲にあるものは色の判別ができません（図１）。 

信号等を確認する時は、しっかり目を向けて確認する

必要があります。

運転に必要な情報の多くは目から得られるといわれています。「交通の方法に関する教則」において

も、「人間の感覚のうち視覚は、安全な運転のために最も大切」と記されています。そこで今回は、運

転に係る視覚の特性や運転に悪影響を及ぼす錯視についてまとめてみました。

夜間は昼間より視力が低下する

　夜間などの暗い場所での視力を「夜間視力」といい

ます。夜間視力は昼間より低下すると言われており、

加齢とともに低下の程度が大きくなるとされています。

運転免許更新時の高齢者講習に夜間視力の検査が組み

込まれているのはそのためですが、加齢に伴い周囲と

のコントラストの違いも見分けにくくなると言われて

おり、薄暮時などコントラストが薄れる時間帯では、

見落としなどの危険が高まるおそれがありますから注

意しましょう。

囲み

疲労が及ぼす目の影響

　運転免許の更新時の適性検査の一つに、視力検査が

あります。これは静止視力の検査であり、視力という

場合は一般にこの静止視力をさしますが、運転時のよ

うに動きながら見る時や動いているものを見る時の視

力は「動体視力」といい、静止視力よりも低下します。

動体視力は、速度が速くなるほど低下すると言われ、

それだけ危険の発見が遅れがちになりますから、速度

を抑えた運転を心がけましょう。

暗さに慣れるには時間がかかる

　明るいところから急に暗いところに入ったとき、し

ばらく何も見えない状態になり、やがて目が慣れて見

えるようになってきます。これを「暗順応」といいま

す。逆に、暗いところから急に明るいところに出たと

きも、まぶしくて一瞬何も見えない状態となり、やが

て見えるようになります。これを「明順応」といいま

すが、明順応より暗順応のほうが時間がかかります。

つまり、暗さに慣れるほうが時間がかかるわけですか

ら、昼間に暗いトンネルに入るときなどは十分に注意

しましょう。

　また、夜間などの暗い場所での視力を「夜間視力」

といいますが、夜間視力は昼間より低下し、加齢とと

もに低下の程度が大きくなるとされています。特に、

加齢とともにコントラストの違いが見分けにくくなる

と言われており、薄暮時などコントラストが薄れる時

間帯では、見落としなどの危険が高まるおそれがあり

ますから注意しましょう。 図１　両眼視野

両眼で色彩まで
確認できる範囲

右眼の視野

左眼の視野

両眼の視野



※イラストの二次利用はご遠慮願います 〔制作〕ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社　リスクマネジメント第二部　交通リスクマネジメントグループ

運転時に起こる危険な錯視

　図３のように、急な下り坂から緩やかな下り坂に変わ

ったとき、上り坂になったように見えて、アクセルを踏

み込んでしまうことがあります。逆に、急な上り坂から

緩やかな上り坂に変わったとき、下り坂になったように

見えて、ブレーキを踏んでしまうことがあり、いずれも

危険な状況を招くおそれがあります。

　人間は錯覚を起こすことがありますが、視覚に係る錯

覚を「錯視」といいます。例えば、図２のＡとＢの矢ば

ねのａｂ間の長さは、Ａのほうが長く見えますが、実際

は同じ長さです。

　こうした錯視には様々なものがありますが、運転時に

発生する危険な錯視の主なものを挙げてみましょう。

上り坂が下り坂に見える

　同じ距離であっても小さい車は遠くに、大きい車は近

くに見えます。従って、小さい車と大きい車が同じ距離

にあるように見えるときは、実際には小さい車のほうが

近くにいるのです。交差点右折時に、直進してくるトラ

ックと二輪車が同じ距離にあるように見えたため、トラ

ックとの距離を判断の目安にして右折すると二輪車と衝

突する危険がありますから注意しましょう。

小さい車は遠くに見える

 信号機のない見通しの良い交差点において、自車側の

道路と交差道路の道幅が同じ程度である場合、自車側の

道路ほうが広く見えます。そのため、自車と交差車両が

ともに優先だと判断して交差点に進入し、出会い頭事故

を起こすことがあります。必ず一時停止の標識や標示の

有無を確認するとともに、自車側に一時停止義務がない

場合でも、徐行や一時停止をして交差車両を先に行かせ

るようにしましょう。

自車側の道路が交差道路より広く見える

　信号機のない見通しの良い交差点に、自車と交差道路

側の車が同じ速度で接近している場合、交差道路側の車

が停止しているように見えることがあります（図４）。

「コリジョンコース現象」と呼ばれていますが、そのま

ま交差点に進入すると出会い頭事故を起こす危険があり

ますから、前記と同様に、徐行や一時停止をして交差車

両を先に行かせるようにしましょう。　

交差道路側の車が停止しているように見える
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図２ 錯視の例

上り坂？

図３ 下り坂での錯視

図４ コリジョンコース現象

同じ速度、同じ角度で
接近すると、互いに相
手が停止しているよう
に見える




